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　　　　　　　　　　　豆電燈付観測嗣鉛筆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淺　野　英　之　助

　旧聞の一一・m！天艦観測に際して，観測事項及びスケッチ等を記録するには，懐中

電燈を三って手元を照明するのが一丁目ある．遊星，月下の場合は，望遠鏡其

他の器物に，電燈を懸けてをくといふことも出子るであらうが，流星，黄道光

等特に野外に於て槻測する場合には，星嗣，用紙，鉛筆及び電燈を，同時に使

用せんとして，甚だ困難されることを多くの諸氏は経験せられてるること」思

ふ．本丁はこの困難不便を除かんとして考案されたものである．

　着想は小生自身に出でたものではなV・．岐阜の廣瀬氏のお話に回れば「鉛筆

の先に四球を付けて，照明にして観測してはと云ふ話を最初に聞いたのは，第

一回黄道光二三が，石山で開かれた折，會議後，坂元さん，山田さんと花山に當

時居られた亀井さんと私と四人，花山道路をくらやみの夜，京都の街へ下りる

時，坂元さんかy“之んなことを申され，亀井さんが會議の席上で話が出ると面

白かつたでせうと申されたのを畳えてゐます」とあり坂元氏の着想らしく，そ

の翌年（1933）11月のLeonidsの時に，山田氏の鉛筆に直接腕を付けて，その

先に豆電球を取付けたものを使用されてるて，小生もこれは便利だと其折初め

て知ったのであった．併し軍に鉛筆にくSり付けた程度のものであり，乾電池

は懐に入れるこめにコ1ド長く，相當面倒な原始的なものであった．そのまK

以後数年間忘れ去ってみたのであったが，本年3月輻山市に於て，第3回黄道光

回議が開催せられた席上，本田氏が胸に電燈を縛り付けて黄道光を観測せられ

ると云ふ苦心談があり，小生より上述の照明付観測用鉛筆のことを話したとこ

ろ，由本先生が「パテントを取ったらどうだ」といった檬な御冗談を仰せられ

たのであった．併し，確かに便利であると思ったので，最近少し工夫して便利

な形にまとめ，試作してみたのが圖に示す如きものとなったのである．

論明：一三軍であるから圖を御覧になれば直ちに御了解になると思ふが，少し

　　読明すれば，（a）は1本の絶縁コ1ド．キヤツプ（b）を取去れば捧状の小型

　　乾電池（e，e！）一これは「ナショナル」「アサヒ」等の製品で普通にベビー

　　ライト用乾電池として販費されてみる一が挿入せられ，鉛筆は（k）の部
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分へ差込むのである．（n）はアルミ＝ユ1ム藁蓑雫中豊になってをり，その

糞蝿縁コ1ドω樋・…・く。，　　（イ）

讐変馨蕪蒸二畿　！瑠　ll簿甑，

rlコ（h）に於て開閉する．

バンド（1）は黙黙に締付

けられてをり，自由に移

動せられ，叉（n）は（m）

を中心として廻託し，電

球ソケットは（o）を中心

する故に，高低遽近任意

の位置に電球を止めて，

鉛筆先の照明を，葉山強

弱意のまSになすことが

できる．
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（h）の押スヰツチに食指を當てs自然に持てば，そのま瓦黙燈せ

られ暗中に

自在に書く

事が出來，

不用治燈に

は輕く食指

を浮かすの

みでよいの

である．帥

ち鉛筆を持

ちたるまk

にて，隠滅
〔第101頁へ〕
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極大は恐らく16日朝に起つたものであらう．

　　　　　　　　　　×　×　×
昨年7月及8月の槻測集計は下表の通りである（12月6日記）

　　　　　　　観測者，観測地及観測数　（1937年7月及8月）

1　　7
月 8 月

魏　測　者 槻　測　地 －

回数 時間薮流星藪 回数 時間数流星数

分　棋　和　枝 和歌山縣金屋 2 180 10

實　方雅雄 京　城　府 3 婁65 56 3 345 66

小計孝二郎 和歌山縣金屋 7 460 62 9 720 225

小　愼　茂代 和歌山縣金屋 2 180 20

吉　井　耕一 廣島縣竹原 7 715 240

堀　田　泰生 横　濱　市 2 215 79

　　　　　　　　　　　遊星面課月報（11月）

　木星はもう観測の好機ではなくなったが，火星の檬に覗直径の縮少が速かで

ないから未だ12月一杯は見える．冬期に入ると例年の檬に目立ってシ1イング

が悪くなるから，遊星面の観察の檬な精緻な仕事に適しなV・・今月に入って木

星のスケッチは青木章氏から8枚，宗田順二氏から2枚受取つた．共に器械の口

径が小さいので木星面の詳細は認めてをられないが爾スケッチから観てJ縞の

太さ位置には攣化は無V・模様である．

　火星観測の記録は目下幹事の手で整理中，逐次天界に焚表しますから詳細の

記事の方に譲iります．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E・D）

　〔第96頁より〕

自在些の手数も要しない．三巴は梢大形の萬年筆程度であり，特に持重りがす

るといふ程のことはなく，充分輕快に使用できる．乾電池，豆電球，鉛筆は総

て普通に得られるから，消耗品の補給は容易である．

省，本器は特に吾々のみならす，廣く一一一般砒含の夜間活動者に利便を與える

ことも，相當あらうかと思はれる．各方面に利用されることを願ってみる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1937．　ix）


